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ご存知の方 も多いかと思いますが,私 はここ奥
羽大学にお世話になるまで,1992年からの16年間,

























て しまい,こ の2番 目の扉(Door)も閉 じられて
しまったのです。
私の代わ りに行った後輩は,こ の分野の日本で





わら,細胞 レベルでの研究 をしていたとき,と あ
る先輩から細胞外マ トリックスやるんだったらボ
ス トンのオルセン研究室に行 ってみたらどうかと
勧め られたのです。彼の論文 をい くつか読み まし
た。使っているのが遺伝子組み換えとか分子生物
学的手法で全 く解 らない。 しか し面白そうだし,
一つ応募 してみるかとい う気になって手紙を書い
た所,ボ ス ドクとしての招聰 を受けたのです。
周囲の先生方の推薦や後押 しが招聰の大きな要
因になったのは言 うまでもありません。 しか し私
が応募 したちょうどその時,ポ ジションの空きが
ありかつ人 を雇 う資金があったのも大 きな幸運で








ボス トンで もその方針を貫 きました。何事 も一生
懸命やると,さ らに面白くなるものです。研究は
面白いし,ア メリカの生活も周囲の事にはあまり




かつ自然に も恵 まれています。 これ らが16年も
の滞在におよんだ理由です。
さて,今 回の奥羽大学赴任が第4番 目に開いた
扉(Door)です。中に何が待っているのか見極め
てゆきたいと思います。前途洋々たる若い学生 さ
んや研究職員がいらっしゃる事は確かです。今回
は私の方から彼等のために扉 を用意する事 もやっ
ていかなくてはいけないでしょう。
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